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要旨 

本稿では，昨年度留学生センターの一部の日本語授業で実施されたビジターセッシ

ョンを，今年度より「日本語会話ボランティア」として全クラス対象の登録制にし，

より多くの日本人学生に国際交流の場を提供すると同時に，より多くの日本語授業に

おいて日本人学生を会話の練習相手として呼べるようにした取組みを報告する。また

アンケート結果から，制度化の意義（国際理解の意識基盤作り）と募集方法について

の課題，改善策について述べる。  
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1 はじめに 

 「教師以外の日本語母語話者や準母語話者

が「ビジター」として，学習活動の一環とし

て日本語のクラスに参加し，学習者とインタ

ーアクションを持つ場」（中井 ,2003:81）で

ある「ビジターセッション」は，コミュニケ

ーション能力を伸ばす一つの教育活動とし

て，国内外を問わず様々な機関の日本語教育

において取り入れられている（中井 ,2003;原

田 ,2004;パンダ ,2005;宮崎他 ,2006;渡部他 ,  

2008 ）。 

 ビジターセッションが日本語学習にもたら

す意義については，言語運用能力の向上，ス

トラテジーの学習，自己モニタリング力の向

上，学習の動機づけと自信付与など，様々な

点が指摘されている（園田他 2008; 中井 ,  

2003; 原田 ,2004;村岡 ,2001 ）。つまり，留

学生への日本語教育の側面から考えると，ビ

ジターセッションは意義ある活動の一つであ

ると言える。 

 しかし，ビジターセッションは，ビジター

として参加している日本人に対してどのよう

な意義を有しているのであろうか。ビジター

の日本人に対するアンケート結果から，多角

的な考え方に触れられた，コミュニケーショ

ンに臨む積極的な姿勢が大切である，などビ

ジターの日本人が，活動に対して高い評価を

したり，学びあるいは気づきの場としての重

要性に気付いたりしているという指摘はある

（原田 ,2004;渡部他 ,2008 ）。しかし，ビジ

ターセッションはあくまでも留学生対象の日

本語教育の授業の一環であることから，ビジ

ターセッションが日本人ビジターにもたらす

意義についての考察は十分とはいえない。 

 確かにビジターセッションは，日本語授業

にビジターとして参加してもらうため，留学

生に対する意義が重要視されるべきである。

しかし，日本人ビジターへの意義にも目を向

けることで，双方にとって学びの場となる可

能性は十分にある。つまり，日本人ビジター

はビジターセッションを通じて，国際交流を

一過性のイベントとして経験するだけでな

く，異文化コミュニケーションを学ぶことが

できると考えられる。大学の国際化が求めら

れる今日，ビジターセッションも国際化を促

す一つのツールとなるのではないだろうか。 

 山口大学では，昨年度留学生センターの一

部の日本語授業のみで試験的に行ったビジタ
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ーセッションを，今年度は開かれた制度とし

てより多くの日本人学生に国際交流の場を提

供するため，「日本語会話ボランティア制

度」を立ち上げた。本稿では「日本語会話ボ

ランティア制度」の取組みを紹介し，その制

度化における意義や課題，改善策について分

析および考察を行うと同時に，「日本語会話

ボランティア制度」をより効果的に運営する

ための「国際交流ネットワーク」づくりを提

案する。 

 

2山口大学のこれまでのビジターセッション 

 山口大学では 2011 年度，留学生の日本語

学習支援および日本人学生の国際理解促進の

ため，留学生センターの一部の日本語授業に

おいて，山口大学に在籍する日本人学生を対

象に会話ボランティア（ビジター）を募集

し，ビジターセッションを行った（永井 ,  

2012 ）。この取組ではビジターセッション

を行うクラスを限定し，そのクラスに来られ

る日本人学生にビジターを依頼し，学期中の

全ての授業に参加してもらった。 

 ビジターセッションに対する評価をアンケ

ートで調査したところ，留学生からは日本語

運用能力向上につながるという意見が多く，

日本人学生からは留学生や国際交流に対する

意識が変化したという答えがあり，日本語授

業におけるビジターセッションが日本人学生

の国際理解教育としての意義もあることが明

らかになった（永井 ,2012 ）。 

 この取組みは，同じビジターが学期中を通

して全ての授業に参加することで，①留学生

と日本人学生の間に深い交流が生まれる，②

日本人学生が留学生の日本語レベルを把握し

た状態で授業が進められるというメリットが

あった。しかし，一方で，①クラスが限定さ

れるためビジターセッションを体験できる留

学生，日本人学生が限られる，②学期中を通

してビジターが参加できるようなクラスは限

られており，単発で頼むことが難しい，③日

本人学生が参加できるような授業を毎回組み

立てる教員側の負担がある，などのデメリッ

トもあった。つまり，深いが狭い活動であっ

たといえる。 

 そこで山口大学留学生センターでは，より

多くの日本人学生と留学生が交流し相互に学

びあえる環境を作るため，吉田キャンパスの

全ての日本語授業に対して，日本人学生をビ

ジターとして派遣できる制度として，「日本

語会話ボランティア制度」を立ち上げた。次

章で制度の概要について詳述する。 

 

3「日本語会話ボランティア制度」の概要 

 本章では今年度から立ち上げた「日本語会

話ボランティア制度」の概要を述べる。 

本制度は，国際交流に興味のある日本人学

生に「日本語会話ボランティア」として登録

してもらい，その登録者に対して教員が必要

に応じて参加呼びかけメールを送り，参加を

募るというものである。昨年の取組みと比較

して，制度化に伴う大きな変化は，①希望す

れば全ての日本語授業で会話ボランティアを

呼べること，②学期を通して参加する必要は

なく 1 回だけの実施や参加も可能であること

である。 

名称については，「ビジター」「会話パー

トナー」など様々な名称が考えられるが，①

会話練習の補助を主にお願いする，②ボラン

ティアであり義務ではない（気軽に参加して

ほしい），③日本語で行う（英語が苦手でも

来てほしい），という意味を込めて「日本語

会話ボランティア」という名称とした。 

なお，本学は，吉田キャンパス（人文学

部・教育学部・経済学部・理学部・農学部・

共同獣医学部），常盤キャンパス（工学

部），小串キャンパス（医学部）とキャンパ

スが分かれており，留学生センターは吉田キ

ャンパスと常盤キャンパスに設置されてい

る。今年度は本制度を吉田キャンパスのみで

実施した。常盤キャンパスについては次年度
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の課題としたい。 

 

3.1 目的 

 グローバル時代の今日，大学の国際化，国

際的人材の育成は大学の急務といっても過言

ではない。しかし，日本人学生の「内向き」

傾向が指摘されており，日本人学生の留学件

数が減少傾向にある（船津 ,2012 ）。山口大

学留学生センターにおいても，留学説明会に

工夫をして海外留学を促進したり，タンデム

学習を開始したりするなど，大学の国際化，

国際的人材育成を目的とした様々な取組みが

行われている。「日本語会話ボランティア制

度」もその一環である。 

「留学生」という学内の国際的人材を活用

し日本人の国際理解教育に役立てると同時

に，日本人の持つ「日本語母語話者」という

側面を留学生の日本語教育に役立てるという

狙いである。「日本語教育」の側面から，日

本人の国際理解教育への寄与を目指す。 

本制度の具体的な目的は以下の 4 点であ

る。 

 

目的 1 ： 日本人学生と留学生の交流の場を

広く提供する 

目的 2 ： 留学生に対して日本人学生が持つ

「心理的壁」を取り除く 

目的 3 ： 国内で異文化コミュニケーション

を体験する 

目的 4 ： より多くの日本語授業で運用能力

向上を目指す活動を行う機会を提

供する 

 

 日本人学生に対しては，目的 1 から目的 3

までが該当する。留学生に対しては，目的

1 ，目的 3 ，目的 4 がそれに当たる。 

 

3.1.1 日本人学生に向けての目的 

近年日本人学生の留学件数が減少傾向にあ

ることが問題視されているが，彼らは国際交

流に興味を失ったわけではなく，興味があり

つつも「何を話していいかわからない」「話

しかけにくい」と留学生との交流に対する心

理的壁を感じている（梶原 ,2003  

），関心はあるものの，その関心を行動に変

えていくモチベーションがない（田中 ,2010  

）といった指摘がある。つまり，何らかの

「後押し」が必要な状況にある。 

そこで「日本語会話ボランティア制度」で

は，日本語で都合に合わせて国際交流できる

という気軽さから，国際交流に対する敷居を

低くすることができる。また日本語教員の指

導のもと日本語授業の補助と言う形でコミュ

ニケーションを行うことで，「外国人と交流

できる」という自信を与えられると考えられ

る。 

さらに，これまできっかけがなくて交流で

きなかった学生にも機会を提供でき，全クラ

スが対象となるため，数多く提供できる。ま

た留学生が留学のモデルケースとなり，留学

がイメージしやすくなる効果も期待できる。 

つまり，「興味はあるけど…」と躊躇して

いる日本人学生に，海外を身近に感じ，留学

への意欲を促進すると同時に，グローバル社

会では必ず経験するであろう「外国人と話

す」という異文化コミュニケーションを体験

することで，国際理解教育につなげる。 

 

3.1.2 留学生に向けての目的 

 本学で日本語授業を受講する留学生はその

多くが特別聴講学生（交換留学生）である。

彼らは研究室で研究活動を行うわけではな

く，また滞在期間も半年から 1 年間と短いた

め，日本人学生との交流の機会はそれほど多

くない。  

しかし，「日本で日本語を学ぶ」意義とし

て母語話者である日本人との会話練習や運用

能力向上は，留学生が当然求めるべきところ

である。そこで，多くのクラスで本制度を活

用してもらい，様々な形で多くの日本人学生
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と知り合える機会を増やし，様々な日本語に

触れる機会を提供することで，より魅力ある

日本語授業提供へとつながる。 

 

3.2 募集方法 

 日本人学生の募集は掲示板を利用して行っ

た。掲示用のポスター（資料 1 ）を作成し，

各学部に掲示を依頼した。ポスターには，①

日本語の授業で会話練習の相手となるボラン

ティアを募集していること，②留学生と日本

語で話すこと，③連絡先を登録してもらい必

要に応じてメールにて連絡すること，④学

年，申込時期が不問であること，を記載し

た。 

 掲示を見た学生の中には，具体的な話を聞

きたいと言って研究室に訪ねてくる学生，メ

ールにて問合せをしてくる学生もおり，その

場合は昨年度使用した教材などを紹介しなが

ら詳細な説明を行った。 

また，年度途中からは既に登録している学

生に対して，友だちを連れてきてもいいの

で，興味がありそうな人には声をかけてもら

うように依頼した。 

さらに，留学生に 1 対 1でサポートを行う

チューターに応募した学生に対しての面接や

説明会などでもチラシを配布し，募集を行っ

た。 

 

1.3 運営方法 

 日本語会話ボランティア制度の運営の流れ

は以下の通りである。 

 

① 掲示や口コミによって「日本語会話ボラ

ンティア」に興味を持った学生が窓口の教員

に連絡をしてくる 

         ↓ 

② 窓口の教員が制度の詳細内容，個人情報

の取り扱いについて説明し，登録用フォーマ

ット（氏名，所属，学年，パソコンのアドレ

ス，携帯電話のアドレス）を送る 

         ↓ 

③ 送られてきた連絡先は，窓口の教員が名

簿にまとめ管理する 

         ↓ 

④ 日本語教員は必要に応じて，窓口の教員

に必要人数やクラス内容，必要な準備などを

伝える。 

         ↓ 

⑤ 窓口の教員が④の情報を登録者全員にメ

ール（Bcc.）で伝える。 

         ↓ 

⑥ 日本語会話ボランティア登録者は，来ら

れる場合は返信し，来られない場合は連絡し

ない。 

         ↓ 

⑦ 窓口の教員は授業前日に参加する日本語

会話ボランティアの学生の名前や所属，ボラ

ンティア経験といった情報を，担当教員に伝

える。 

         ↓ 

⑧ 登録者の参加状況を把握するため，窓口

の教員は名簿に参加状況を書き込み，管理す

る。 

 

 基本的に会話ボランティアの参加呼びかけ

のメールは，該当授業の 1 週間前を目安とし

た。学生が忘れてしまうこと，他の予定が入

ってしまうことを防ぐためである。 

 また前節でも言及したが，会話ボランティ

ア登録者の友達も授業に参加可能とした。

「お試し」のような形で授業に参加してもら

い，興味を持ったら登録してもらうようにお

願いした。友達を連れてくる場合は，出席確

認のため，友達の氏名だけは連絡してもらえ

るように依頼した。 

 さらに，サマープログラムなど短期プログ

ラム中はサマープログラムのチューターに対

しても参加呼びかけのメールを送り，希望者

には日本語会話ボランティアとして登録し

た。 
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3.4 参加状況 

 平成 25 年 1 月 11 日現在の日本語会話ボ

ランティア登録者の状況は以下の通りであ

る。 

 

日本語会話ボランティア登録者： 45 名 

友達紹介で参加した未登録者： 14 名 

 

 ボランティアの登録者はある特定の時期に

一度に増えるのではなく，毎月少しずつ登録

者が増えている状況である。未登録者の中に

は複数回参加している学生もいるため，こち

らから登録を呼びかけるなどしたい。 

 登録者の所属別の内訳は以下の表 1 の通り

である。 

 

表1 登録者の所属内訳 

所属 人数 （ 未登録者 ）  

教育学部 ・ 教育学研究

科 

19名 （ 4 名 ）  

人文学部 9 名 （ 3 名 ）  

経済学部 10名 （ 2 名 ）  

理学部 ・ 理工学研究科 4 名 （ 3 名 ）  

農学部 3 名 

不明 1)  （ 2 名 ）  

 

 本年度から始まった連合獣医学部以外の全

ての学部から登録者が集まっていることがわ

かる。人数の分布については，各学部の掲示

方法などにもよるかもしれないが，「授業で

学習を補助する」という活動内容上，教育学

部の学生が最も多く興味を持ったものと考え

られる。 

 また，学年別の内訳は以下の表 2 の通りで

ある。最も多いのは 1 年生で 18 名であり，

全体の 40 ％を占める。要因として 1 年生は

掲示板を注視する機会が多いことや，入学し

たばかりで挑戦する意欲が高いと考えられる

こと，サークルやアルバイトなど他のコミュ

ニティに参加する前に応募したことなどが考

えられる。 

 1 年生に登録者が多いことは，非常に意義

が大きい。まず，日本語会話ボランティアは

その意識の基礎を築くものであるため，将来

的に留学を考えるのであれば学年が早いとそ

の効果も期待できる。また， 1 年生から継続

して参加することで国際理解を幅広く，深く

行うことができる。 

 

表2 登録者の学年内訳 

学年 人数 （ 未登録者 ）  

1 年生 18名 （ 4 名 ）  

2 年生 9 名 （ 1 名 ）  

3 年生 11名 （ 3 名 ）  

4 年生 6 名 （ 2 名 ）  

修士 1 年生 1 名 （ 2 名 ）  

不明 1)  （ 3 名 ）  

 

 本年度は 31 回の授業において参加を呼び

掛けたが，登録者のボランティアの授業への

参加状況は以下の表 3 の通りである。 

 

表3 登録者のボランテ ィア参加状況 

参加回数 人数 （ 未登録者 ）  

0 回 15名 

1 回 9 名 （ 12名 ）  

2 回 8 名 （ 1 名 ）  

3 回 2 名 

4 回 1 名 （ 1 名 ）  

5 回 1 名 

6 回 2 名 

7 回 2 名 

8 回 2 名 

9 回 1 名 

10回 1 名 

21回 1 名 
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 0 回の人数のうち， 3名は登録したばかり

のため，日程的に参加できなかったと考えら

れる。また 1 名は現在留学中のため，参加で

きていない。 

 表 3 を見ると，登録者のうち，外的要因に

より参加できない 4 名を除いた 12 名

（ 27 ％）が登録したものの，参加できてい

ない状況であることがわかる。 

 この要因については次章のアンケート調査

で考察を行うが，参加を呼び掛ける授業がほ

ぼ決まっていたため，日程が合わない人は常

に合わないと言う状況が考えられる。 8 回以

上参加している学生は 3年次以上の学生であ

り，時間割の自由度も関係しているのであろ

う。 

 次章では登録者に対して行ったアンケート

調査をもとに，本制度の意義および問題点を

探る。 

 

4 日本語会話ボランティア制度の意義と課題 

 本章では， 2013 年 1 月に実施したアンケ

ート結果から，本制度の意義と課題について

分析および考察を行う。 

 

4.1 アンケート概要 

 日本語会話ボランティア制度に関するアン

ケートを，日本語会話ボランティア登録者に

対して実施した。授業に参加していない登録

者に対してもアンケートを実施するため，メ

ールにて実施した。 

 登録者 45 名に対し，メールにてアンケー

トを送った結果， 19 名（ 42 ％）から回答

を得た。メールでの依頼となったため回収率

が高くないが，登録者の意見の傾向は検討で

きると考えられる。 

 アンケートの質問項目は以下の通りであ

る。 

 

A）日本語会話ボランティア制度はどのよう

に知りましたか。［ ］ 

1.掲示板 2.友達に聞いて 3.その他

（      ） 

 

B) 日本語会話ボランティアに参加しようと

思った理由は何ですか（複数回答可）。

［ ］ 

1.国際交流に興味があったから  

2.日本語教育に興味があったから  

3.留学生の友達を作りたかったから  

4.留学したいと思っているから  

5.その他（     ） 

 

C) 日本語会話ボランティアに実際に参加し

ましたか。 ［ ］ 

1.はい（→Eへ） 2.いいえ（→Dへ） 

 

D) 参加しなかった理由は何ですか（複数回

答可）。［ ］ 

1.授業の時間が予定と合わなかった  

2.忙しかった  

3.自分が参加しなくてもいいと思った  

4.メールに返信するのが面倒だった  

5.メールの募集連絡が遅かった  

6.面倒だった    

7.その他（     ） 

 

E) 参加してみてどうでしたか。［ ］ 

1.とてもよかった 2.よかった  

3.あまりよくなかった 4.よくなかった 

 

F) E) で，1.とてもよかった 2.よかったと

答えた理由は何ですか。自由にお書きくださ

い。 

 

G) E) で，3.あまりよくなかった 4.よくな

かったと答えた理由は何ですか。自由にお書

きください。 

 

H) これまで留学した経験はありますか。

［ ］ 
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1.ある 2.ない 

 

I) H)で，2.ないと答えた人は，このボランテ

ィアを通して留学に興味がわきましたか。

［ ］ 

1.はい 2.いいえ 

 

J) I)の答えの理由をよかったら書いてくださ

い。 

 

K) これまで留学生センターの行事のボラン

ティアやチューターに参加したことはありま

すか。［ ］ 

1.はい 2.いいえ 

 

L) ボランティア制度の募集方法（掲示板）

についてどう思いますか。［ ］ 

1.とてもよい 2.よい 3.問題ない  

4.少し問題がある 5.問題がある 

 

M) ボランティア制度の募集方法で何かアイ

デアがあったら書いてください。 

 

N) メールでの授業への参加の呼びかけにつ

いてどう思いますか。［ ］ 

1.とてもよい 2.よい 3.問題ない  

4.少し問題がある 5.問題がある 

 

O) 授業への参加の呼びかけについて何かア

イデアがあったら書いてください。 

 

P) 最後に何かご意見などありましたら，ぜ

ひお願いします。 

 

 次節以降でアンケートの回答を分析および

考察する。 

 

4.2 参加理由と満足度 

 日本語会話ボランティア制度に参加した理

由は以下の表 4 のようになった。その他の回

答としては「短期留学した時，現地の会話ボ

ランティアの人にお世話になり，自分も誰か

の役に立ちたいと思ったから」「友達に誘わ

れたから」が挙げられる。 

 

表4 B)参加理由 （複数回答可 ）  

1.国際交流に興味があったから   15  

2.日本語教育に興味があったから   3  

3.留学生の友達を作りたかったから  12  

4.留学したいと思っているから   2  

5.その他 2  

 

 表 4 からもわかるように，参加理由には留

学生との交流に興味を持っているからである

ことがわかる。特に，「3.留学生の友達を作

りたかったから」（12名）「 4.留学したいと

思っているから」（ 2名）よりも「 1.国際交

流に興味があったから」（15名）のほうが若

干多かったことから，留学したい，友達を作

りたいという積極的な理由よりは，興味があ

るから参加してみたというやや消極的な理由

のほうが多いことがわかる。つまり，国際的

人材になるための「後押し」をするという本

制度のターゲット通りの学生が参加している

と言える。 

 また，そのような希望を持って参加した学

生が実際に参加した場合の満足度は以下の表

5 の通りである。 

 

表 5 E)参加後の満足度 

1. とてもよかった  9  

2.よかった  8  

3.あまりよ く なかった  0  

4.よ く なかった 0  

5.未記入 （ 不参加のため ）  2  

 

 表 5 からもわかるように参加した学生は全

員が「 1. とてもよかった」あるいは「 2.よか

った」と回答し，この制度に対して満足して
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いることがわかる。国際交流をする，留学生

の友達を作るという希望がほぼ叶えられたか

らではないだろうか。 

 F)で高評価の理由を自由記述にて尋ねたと

ころ，以下の表 6 のような結果となった。 

 

表 6 F) 1. とてもよかった  2.よかったと答え

た理由 

国際交流の機会が持てた 8  

いろいろなこ とを学べた 4  

ク ラスの雰囲気がよかった 4  

教える難し さを知った 2  

留学生の勉強の姿勢に刺激を受けた 2  

留学生が気さ く だった 2  

留学生の友達ができた 2  

外国人のイ メージが変わった 1  

わかりやす く伝える能力を養えた 1  

他学部 ・ 他学年の日本人同士の交流

が生まれた 

1  

 

国際交流をする，留学生の友達を作る，な

ど以外にも，留学生の学習姿勢に刺激を受け

たり，日本語や日本や外国について学べる機

会となったりしたという回答も多く寄せられ

た。 

つまり，会話ボランティアを通して，参加

当初の目的以上のものが得られたことによ

り，表 5 のような評価が得られたと考えられ

る。 

以上のことから，日本人に対する本制度の

目的である以下の 3 項目について達成できた

のではないかと考えられる。 

 

目的 1 ： 日本人学生と留学生の交流の場を

広く提供する 

目的 2 ： 留学生に対して日本人学生が持つ

「心理的壁」を取り除く 

目的 3 ： 国内で異文化コミュニケーション

を体験する 

 

4.3 国際交流経験の影響 

 本節では，どのような背景を持った学生が

本制度に登録しているかを探るため，留学生

センターで行う行事やチューター，留学経験

などを調べ，これまでの国際交流の経験がど

の程度影響しているのかを分析する。 

 まず， H) 留学経験の有無は以下の表 7 の

通りである。 

 

表7 H)留学経験の有無 

1.ある  4  

2.ない 15 

 

 次に， K) 留学生センターの行事ボランテ

ィアやチューターへの参加経験については，

以下の表 8 の通りとなった。 

 

表 8 K)留学生センターの行事ボランテ ィアや

チューターへの参加経験 

1.はい  7  

2.いいえ 12 

 

 表 7 ，表 8 から言えることとしては，留学

はしていないが国際交流に興味を持ち，行事

などに参加をし始めた段階の学生や，これか

ら活動を始めようかと思っている学生が登録

していることが挙げられる。これは，国際理

解の基盤を作り，国際交流や海外留学への後

押しをするという本制度の目的に合致した学

生が参加していることがわかる。実際に，ア

ンケートの自由記述からも「国際交流のきっ

かけをつくってくれる，とても良い制度だ」

「留学生との間に感じていた壁をなくすこと

ができた」という記述がみられる。 

 つまり，これまで国際経験を豊富にしてい

る学生ではなく，これから国際経験を積む学

生の国際交流の第一歩として本制度が機能し

ているのである。 
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4.4 日本語会話ボランティア制度の意義 

4.4.1 日本人学生の学び 

 本制度に対するアンケートから，日本人学

生が様々なことを学び，吸収していることが

明らかになった。 

 表 6 からも「いろいろなことを学べた」と

いう回答が得られている。具体的に，日本人

学生はどのようなことを学べたと意識してい

るのかというと 

 

・ 日本語を改めて学べた 

・ 日本と外国の文化の違いを知ることがで

きた 

・ 日本について考える機会を得た 

 

などが挙げられている。つまり，国際交流を

することによって，自分の母語や国について

の意識を高められたと考えられる。これは永

井（ 2012 ）でも同様の結果が得られている

が，単発の参加も可能な登録制度を利用した

中で，国際交流の基盤を作るという本制度の

目的を日本人学生が達成できたと自覚できて

いることがわかる。 

 

4.4.2 海外留学への意欲の促進 

 H) において海外留学の経験がない学生に

対して， I) ボランティアを通して留学に興

味が湧いたかどうか尋ねたところ，以下の表

9 のような結果となった。 

 

表 9 I) ボランテ ィアを通して留学に興味が湧

いたか 

1.はい  7  

2.いいえ 6  

3.無回答 2  

 

 表 9 で「いいえ」と答えた学生のうち， 2

名は登録したものの授業への参加はまだない

学生である。その他の 4名が「いいえ」と答

えた理由としては，「もともと留学希望だっ

た」「留学としてではなく，旅行として行っ

てみたい」「留学するほど専門分野の勉強が

進んでいない」であった。つまり多数の学生

が日本語会話ボランティアを通じて「国際交

流への興味」を「留学への興味」に発展させ

ている傾向が指摘できる。 

 つまり，日本語会話ボランティアは「海外

留学への入り口」ではなく「海外留学への入

り口の入り口」であり，海外留学への意欲促

進の素地づくりを担っていると言える。 

 

4.4.3 日本語授業に対する意義 

 日本語授業に対する意義としては，永井

（ 2012 ）でも指摘した通り，日本語運用能

力の向上へつながることが挙げられる。今回

は制度化し，単発でも会話ボランティアが頼

めるようになったため，様々な授業での活用

が可能となった。 

 また，固定メンバーではなく，その都度メ

ンバーが変わるため，留学生も様々な日本人

の日本語に触れることができる。これは特に

中級以上の留学生にとっては，日本でビジタ

ーセッションを取り入れた授業を行うからこ

そ得られる意義であろう。さらに日常会話で

は聞き逃したり，聞き返せなかったりして

も，日本語の授業中であれば生の日本語を聞

きながら，それについて詳しく質問すること

も可能である。 

 また，担当教員の負担を考えても，無理に

毎回日本人学生が参加する活動を考えなくて

もよく，座学で学ぶ，留学生同士でゆっくり

学ぶ，日本人学生と応用練習をする，などと

分けることができる。もちろん，日本人学生

に毎回出席してもらいたい場合は，毎回募集

をかけることもできるため，活動の選択肢が

増えたと言える。 

 日本語会話ボランティアを制度化すること

で，活動の方法が広がり，学習の効果もより

期待できるようになったと考えられる。 
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4.5 日本語会話ボランティア制度の課題と改

善策 

 日本語会話ボランティア制度には，前述の

通り，様々な意義が考えられるが，もちろん

課題も挙げられる。 

 まずは募集方法である。前述の通り，今年

度は，掲示板への掲示（資料 1 ）を中心に，

友達や教員からの呼びかけなどを行った。し

かし，アンケートでL)募集方法について聞い

たところ，表 10 のように改善したほうがよ

いという回答が複数得られた。 

 

表 10 L) 募集方法 

1. とてもよい  1  

2. よい  7  

3.問題ない  7  

4.少し問題がある  4  

5.問題がある  0  

 

 また， M) 具体的な募集方法の改善案につ

いては，表 11 のような意見が寄せられた。

一貫して言えるのは現在の募集方法では不十

分であるということである。 

 

表 11 M) 募集方法の改善案 

人目を引 く ポスターにする  5  

日本語だけでいいこ とを明示する  1  

日本人向けだとい う こ とを明示する 1  

全ての学部に掲示されるよ うにする  2  

研究室に掲示しても ら う  1  

SNSやホームページを使う  1  

QR コード をポスターにつける  1  

日本人向けの授業で呼びかける  1  

 

 以上の意見に対して，以下のような改善案

が考えられる。 

 

・ ポスターは情報を簡潔にまとめ，写真を

掲載するなどして，活動の様子がわかる

ようにする。 

・ ポスターはメールで各学部へ掲載を依頼

するのではなく，大きいサイズでカラー

コピーしたポスターを持参し，掲示を依

頼する。 

・ 留学生センターの主事が各学部にいるの

で，研究室にポスターの掲示を依頼し，

授業での宣伝を依頼する。 

・ 留学生センターのホームページに活動状

況や活動予定などを記載する。 

 

 上述の項目は実現可能なものであるため，

次年度での改善策として実施していきたい。 

 次は，会話ボランティアが参加できる授業

に制限があるという課題である。今回のアン

ケートでは登録したが参加がまだである 2 名

の学生から，不参加の理由を尋ねたところ，

「予定が合わなかった」「忙しかった」「面

倒だった」という答えが得られた。 

「予定が合わなかった」という点について

は，今年度でボランティアを実際の募集した

クラスが， 27 クラス（種類別）のうち 9 ク

ラスだけであったことからも言える。作文や

文法などのクラスでは実施が難しく，授業の

内容によるところはあるが，日本語教員への

呼びかけをさらに行う必要がある。 

「忙しかった」「面倒だった」という答え

については，ホームページなどで分かる範囲

でのスケジュールをまとめて知らせたり，授

業の様子などを写真入りで報告したりするこ

とで，予定の調整をしやすくしたり，参加意

欲を促進したりすることができると考えられ

る。 

また，今回は吉田キャンパスだけでの実施

であったため，次年度は常盤キャンパスでの

実施も行う。 

 

5 国際交流ネットワーク 

 本章では，日本語会話ボランティア制度を

含め，国際的人材の育成への次の一歩とし
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て，「国際交流ネットワーク」を提案した

い。 

 前章までで日本語会話ボランティア制度が

海外留学や国際理解の基盤を形成するための

足掛かりとして機能していることが明らかに

なった。一方で，予定が合わず参加できてい

ない学生がおり，また「もっと参加できる授

業を増やしてほしい」という要望もアンケー

トに見られた。しかし，会話ボランティアが

参加できる授業は限られている。 

 そこで，留学生センターで既に行っている

各行事のボランティア，タンデム学習，チュ

ーターに参加している学生と，日本語会話ボ

ランティア制度に登録している学生を 1 つの

「国際交流ネットワーク」としてまとめ，

様々な国際交流の情報を流したり，参加して

いる日本人同士の交流を行ったりしてはどう

であろうか。 

 これにより，授業に参加できない学生もそ

の他の行事などで国際交流する機会を持つこ

とができる。また日本語ボランティアの存在

を知らなかった学生にも，本制度を周知する

ことができる。さらに，国際交流に興味を持

つ日本人同士が交流する機会を増やすこと

で，情報交換を積極的に行ったり，お互いの

留学生の友人を紹介しあったりするなど，活

動や学びの幅がさらに広がると考えられる。

アンケートからも日本語会話ボランティアに

登録している学生のうち 63 ％の学生は，留

学生センターの他の行事などに参加したこと

がないと回答している。また，自由記述から

は「（留学生センターが）入りにくい雰囲気

である」という指摘もあり，より開かれた活

動を進める上で，様々な角度から学生を募集

し，その学生に他の活動を紹介する機会が必

要ではないだろうか。 

 また国際交流ネットワークを作成すること

で，情報の集約化が進み，情報管理や運営上

も効率的になると考えられる。今後の検討課

題の一つとして挙げられる。 

 

6 終わりに 

 本稿では，昨年度，一部の授業で行ったビ

ジターセッションの取組みを，「日本語会話

ボランティア制度」という登録制の制度に

し，全ての日本語授業を対象とすることで，

より多くの日本人学生が様々な授業に参加で

きるようにした取組を紹介し，その意義と課

題について述べた。 

 制度化することにより，昨年度の参加者

16 名から約 60 名への参加と大きく登録

者・参加者を増やすことができた。しかし一

方で，登録したものの日程の都合で参加でき

ない学生も多くいる。国際交流に興味を持つ

日本人学生に何らかの形で場を提供する一つ

の手段として，日本語会話ボランティアを含

む「国際交流ネットワーク」の作成が挙げら

れる。国際交流に興味のある人をネットワー

クとしてつなげ，様々な情報を流し，多様な

国際交流の場を提供するというものである。 

 日本語会話ボランティアについては，参加

者は全員満足しており，自らの学習意欲を刺

激されたり，自国や母語について再認識した

りするなど学びの機会となっている。今後は

募集方法に改善を加え，より多くの学生が参

加でき，山口大学での国際的人材の育成に少

しでも寄与できる活動となるべく働きかけて

いく必要がある。 

 

（留学生センター 講師） 
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【注】 

1） 友達の紹介などで参加した学生の中には

所属・学年が不明の学生もいる。 
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